
このセクションでは、モバイル通信に関するポリシーを構成できます。

 

ユーザーが機内モードを切り替えられるかどうかを制御します。

ユーザーによる選択（デフォルト） : ユーザーが機内モードのオン /
オフを切り替えることができます。

Disabled: 機内モードが無効になります。ユーザーは機内モードをオンにすることはできません。
Android 9以降でサポートされています。

 

ユーザーがモバイル通信の 2G設定を切り替えられるかどうかを制御します。

ユーザーによる選択（デフォルト） : ユーザーがモバイル通信の 2G設定をオン /
オフにすることができます。

Disabled: モバイル通信の 2Gが使用不可になります。ユーザーは設定からモバイル通信の 2G
をオンにすることはできません。 Android 14以降でサポートされています。

 

APNの上書きを有効にするかどうかを制御します。有効にすると、構成された上書き用 APN
のみが使用され、デバイス上の他のすべての APNは無視されます。

無効（デフォルト） : 構成されたすべての APN
設定がデバイスに保存されますが、これらは無効であり、影響を与えません。デバイス上の他のすべて
の APNは引き続き使用されます。

Enabled: 上書き用 APNのみが使用され、他のすべての APNは無視されます。この設定は、 Android
10以降のフル管理デバイスでのみ構成できます。

 

モバイル通信

1. 機内モード

2. モバイル通信  2G

3. APNの上書き



1つ以上の APNエントリを構成します。 Add APNを使用してエントリを作成し、 Remove APN
で削除します。

各 APNには必須項目があります。

APN Types: この APNの通信タイプを 1つ以上選択します（利用可能性は管理モードおよび Android
のバージョンによって異なります）。

APN Name: 通信事業者が提供する APN識別子です。

Display Name: UIに表示される分かりやすい名前です。

 

オプションの APN項目：

Auth Type、 Username、 Password: 通信事業者の認証を構成します（必要な場合）。

Protocolおよび Roaming Protocol: IPプロトコルの構成。

Network Types: この APNが使用できるモバイル通信技術を制限します（例： LTE/5G NR）。

Proxy Addressおよび Proxy Port: データ通信用の HTTPプロキシ（該当する場合）。

MMS Proxy Address、 MMS Proxy Port、 MMSC (MMS Center URI): MMS関連の設定。

Numeric Operator ID (MCC+MNC)および Carrier ID: 通信事業者の識別フィールド。

Always On Setting: この APNによってアクティブ化された PDUセッションを常時接続（ always-on
）にするかどうかを指定します。 Android 15以降でサポートされています。

MVNO Type: MVNO（仮想移動体通信事業者）の識別子タイプ。

MTU IPv4および MTU IPv6: IPv4/IPv6ルートの最大伝送単位（ MTU）です。 Android 13
以降でサポートされています。

 

セル放送の設定が無効化されているかどうかを指定します。

 

4. APN設定

5. セル放送設定の無効化

6. モバイルネットワーク設定の無効化



モバイルネットワークの設定が無効化されているかどうかを指定します。

 

ローミングデータサービスが無効化されているかどうかを指定します。

 

発信が禁止されているかどうかを指定します。

 

SMSメッセージの送受信が無効化されているかどうかを指定します。

 

エンタープライズ 5G
ネットワークスライシングを有効にするために、優先ネットワークサービス設定を構成します。最大 5
つのエンタープライズスライスを設定でき、トラフィックルーティングを最適化するために特定のネットワ
ークにアプリケーションを割り当てることができます。

アプリケーションリストに含まれていない、またはアプリの Preferential Network
が設定されていないアプリケーション用の、デフォルトの優先ネットワーク ID
です。指定されたネットワーク IDの構成が存在する必要があります（ No Preferential Network
に設定されている場合を除く）。

注意 : com.google.android.apps.work.clouddpcや com.google.android.gms
のような重要なアプリは、このデフォルト設定から除外されます。

 

Add Network Configurationを使用して、スライス構成を作成します。最大 5
つまで構成を追加できます。各構成には以下が含まれます。

7. ローミングデータの無効化

8. 発信の無効化

9. SMSの無効化

10. 5Gネットワークスライシング設定

10.1. デフォルトの優先ネットワーク

10.2. ネットワークサービス構成



Preferential Network ID (Auto-assigned): ネットワーク ID
が自動的に割り当てられ、変更することはできません。

Fallback to Default Connection:
デバイス全体のデフォルトネットワークへのフォールバックを許可するかどうかを指定します。禁止さ
れている場合、 5Gスライスが利用できないときにアプリはインターネットにアクセスできません。

Non-Matching Networks:
この構成の対象となるアプリが、優先サービス以外のネットワークを使用できるかどうかを指定します
。 Disallowedに設定されている場合、 Fallback to Default Connectionも Disallowed
である必要があります。 Android 14以降が必要です。
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